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発表を伴う演習科目の環境改善プロジェクト

1. はじめに

熊本大学における「革新ものづくり展開力の協働教

育事業」の一環として， 「早期体験型実験・演習科目

開発プロジェクト」の募集が行われている． 平成25

年度， 数理工学科l年次における科目「数理基礎第一・

第二」の授業内容を改善するため「発表を伴う演習科

目の環境改善プロジェクト」としてこのプロジェクト

に応募・採択されたので，その模様をここに報告する．

2. プロジェクト実施の背景と目的

数学を学ぶにあたって， 理論を講義や書物から学ぶ

ことはもちろん重要である． しかし， それだけでは学

んだ内容を自分のものにするには不十分であるので，

数理科学系の学科においては， 伝統的に講義科目に演

習科目が併設されている． これらは他学科における実

験科目に相当する役割・重要性をもち， 講義科目で学

習した内容を正しく身に着け， 運用能力を高める役割

を果たしている．

演習科目は， ただ単に問題を解くだけではなく， 解

答者がクラス全員を前に発表し， その内容について担

当教員や受講生からの質疑に答える形で行われる． 演

習を通じて， 学生は知識 ・ 理解・数学的運用能力を高

めるのみならず， 数学を学ぶにあたっての基本的な態

度や心構えを身に着け， プレゼンテー ション能力やコ

ミュニケー ション能力を高めることを求められている．

本学の数理工学科においては，1年次の数学科目と

して，

微分積分 I ・ II， 線形代数 I ・ II， 微分方程式

があり， これらの科目の補足 ・ 演習を目的として上記

の 「数理基礎第一
・ 第二」が開講されている． なおそ

の他に， 前期にはオムニバス形式の「数理工学概論IJ'

後期にはr，情報処理基礎Jも開講されている．

さらに， 数理工学科では， 本学科独自の数学系科目

を開講する一方で， カリキュラムに 「融合テーマ専門

科目」を含めている． これは学生の工学諸分野に関す

る素養を深める目的で， 工学部他学科の開講科目を学

生が選択して受講するものである．

もう少し詳しく言うと，数理工学科以外の6学科（物

質生命化学科 ・ マテリアル工学科 ・ 機械システム工学

科 ・ 社会環境工学科・建築学科 ・ 情報電気電子工学科）

の専門科目のうちで数学と関連が深いと思われるもの

が内容別に1 4のグ
、

ループに分かれて指定されており，
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学生は2グ
、

ループから合計20単位以上を修得するこ

とになっている.20単位を超えた場合および修得単位

数が3番目以降のグループの単位は自由選択科目とし

て扱うことになる． 従って様々な分野を広く学ぶよう

なカリキュラムにはなっていないが，これに関しては，

いずれかの分野について体系的に学んで欲しいとし、う

本学科の意向が反映されている．

しかし， せっかく多様な分野の科目を学習できるよ

うになっているので， 学生には様々な分野に目を向け

てもらうと共に， 2年次以降の融合テーマ専門科目の

選択に役立ててもらうため， 開講科目に関する情報を

幅広く共有してもらいたいと， 我々教員としては考え

ていた．

ここまで， 数理工学科のカリキュラムの一部につい

て記述したが， 現状では以下のような問題があった．

・基礎力をつける演習に時間をとられ， 論証問題を

扱う時聞が不足している ；

－発表を中心とした演習を行うには， 板書スペース

が足りなし、；

・融合テーマ専門科目と数学系科目を結U
’

つける場

面が不足している．

本来であれば演習科目にはより多くの時間数を割り

振りたいところではあるが， カリキュラムの関係上む

ずかしいので， 内容 ・ 運用の両方をより一層効率化す

る必要があった． そこで今回は， 現在の演習科目の効

率をたかめるとともに， 融合テーマ専門科目での学習

を演習の中にも取り込むプロジェクトを実施した．

3. プロジェクトの具体的内容

まず， ものづくりの知識 ・技術の習得の観点から，

融合テーマ専門科目の学習成果を演習のなかに取り込

むことを考えた． そのために， 各学生が， 自分が選択

した融合テーマ専門科目の中からひとつを選び， 例え

ば以下のような内容について交代で発表する時間を設

けた．

(i）その科目の学習目標・学習内容；

(ii）受講することによりどのような知識・能力が身

につくか；






